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Abstract 
The spectrophotomethic method are proposed for the d巴terminationof the自uorinein the fossil 
bones. The in自uenceson the distillation of丑uorineand on its spectrophotometric determinatin by 
the less soluble calcium sulfate and phospharic acid formed were consid巴red. When the fossil 
bones were decomposed by sulfuric acid. Those influences were negligibly small. Spectrophotometric 
methods of ironsulfosalicylate method are investigated in this poper， 
1. 緒 言
フッ素を過塩素酸を用いて，ケイフッ化水素酸としてて蒸留するさい，蒸留フラスコ中に









I. 1. 1 フッ素標準溶液







I. 1. 2 塩化第二鉄溶液
一級塩化第二鉄をうすい塩酸lことかし，重量法により鉄の定量をおこない，その 1msが
2mgのFe'→を含むようにした。 この溶液100msを1sとする。 乙の溶液8msは1.6mgの
Fe3+を含み， これを 50msにうすめたとき pH1.4付近になるようにし， フッ素の定量用の溶
液とした。
I. 1. 3 スJレホサリチノレ酸溶液
特級スノレホサリチノレ酸の 2%水溶液
11. 1. 4 緩衝溶液 (pH1め
Clark-Lubsの処法lとより，特級塩酸と特級塩化カリウムを用いて調製した。
I. 1. 5 1規定塩酸
特級塩酸より調製した。
I. 1. 6 0.4%水酸化ナトリウム溶液
特級水酸化ナトリウムを用いて調製した。
I. 1. 7 濃硫酸(化石骨分解用)
特級硫酸を用いた。















器 Ciこ接続する。 F，G， Cの接続はゴム栓により気密を保つ。
II.4 蒸留操作





する。 受器に 300m1?の三角フラスコを用い，あらかじめ 0.4%の水酸化ナトリウム溶液5m1?





蒸留時間 蒸 留 量 留分中のフッ素 回 収 率
(分) (mt) (mg) (%) 
28 100 2.430 97.3 
49 100 0.062 2.5 
72 100 0.020 0.8 
























炭酸カノレシウム|| ッ素標準溶りん酸カノレシウ i| 液添加量ム混合物*添加!
















































































F-mg/50mO 160C 60C 差
。 0.630 0.590 0.040 
0.5 0.550 0.520 0.030 
1.0 0.460 0.412 0.048 





45 F-mgj50 m{! 15 30 
。 0.675 0.675 
0.5 0.575 0.570 
1.0 0.480 0.480 







































F mg/50 ml 
第3図検量線
2.0 
を50msのメスフラスコにとり， 1-N塩酸で中和する。 同時に， フッ素標準液の一定量 (0--
2.5mgの聞の数点)をとる。とれは，吸光度と温度との関係を考慮するためである。おのおの
に，鉄標準液 (0.2mg/mめを 8ms，2%スノレホサリチノレ酸 1msおよび緩衡溶液 (pH1め 2ms
を加え，更に水を加えて 50msとする。 そして，約 15分後，波長 500mμ，スリット幅0.035
mmで吸光度を測定し，検量線から濃度を求める。
本法lこよりフッ素を定量する場合の誤差は，標準フッ化ナトリウム溶液を用い， 3回のく
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